
森と水の源流館周辺の自然

おおたき龍神湖周辺の活用について



森と水の源流館からホテル杉の湯の間には遊歩道が整備されています。
最初はサクラが植樹された程度で殺風景でした。
区民が草刈りなどしてくださっていましたが、その存在もほとんど知られず・・・

（2005年4月15日）



残念ながらGoogle Map にも出ていません。



残念ながらGoogle Map にも出ていません。

ここにあります。



でも、現地に行けばわかります。



短い遊歩道ですが、

面白いんですよ。
ということをお話ししたいと思います



ちょっとよってんけぇ～！かわかみブログ

2006年6月28日～

役場各課・村内各施設が川上村をとにかく発信



ホテル杉の湯から森と水の源流館

への遊歩道が紹介

対外的に遊歩道があることが初め

て紹介されました。

2006年7月27日



少しずつ遊歩道の自然を紹介しながら、ここの

楽しさはPRしてきました。



勝手に植物が増えて、ずいぶんにぎやかに。

村の子どもたちが山菜さがし・・なんかもできるようになりました。（2011年

4月）



豊かな海づくり大会で、当時の天皇陛下が詠まれた御製碑が立て

られました2015年



今年は海づくり大会の修羅型放流台のレプリカが設置されました（2024年11月）

平成26年11月16日（川上村水源地課提供）



苗だったサクラも大きくなりこんなにきれいに（2020年4月）



苗だったサクラも大きくなりこんなにきれいに（2020年4月）



ソメイヨシノ Cerasus x yedoensis

３月中旬～3月下旬



ヤマザクラ Cerasus jamasakura

３月下旬～4月上旬



イトザクラ Cerasus itosakura f. itosakura

４月上旬～４月中旬



ウワミズザクラ Padus grayana

４月上旬～４月中旬



カスミザクラ Cerasus leveilleana

４月中旬～４月下旬



自生のサクラも含めると

サクラが1か月楽しめる



楽しんでほしいなぁ



源流館では資料を配ったり、



きがるに川上散歩
令和2年8月17日

観光振興

エコツアーの開催を行って
きました。

スタッフが関わり続けるこ
とが難しい
（そのときはいいのです）



藤本安騎生 トチノキは黄色く黄葉する



「俳句は自然にあいさつをするだ
けでよいのですよ」

藤本安騎生 先生



日々の「観察」の蓄積が「観察
力」を高め、日常の価値を高める

「俳句は自然にあいさつをするだ
けでよいのですよ」



村内四季折々の生き物や景色の「観察」記録 を約20年撮り続けてきました。



ここまでは、「遊歩道」ですすめてきましたが



「おおたき龍神湖周辺利用」の観点から遊歩道

を活用する基礎資料・ツールづくりをしてみよう

川上村が推進する源流ツーリズム（エコツーリズ

ム）に活かそうと再挑戦。

マップをつくることに



地域振興

エコツーリズム



地域振興

エコツーリズム

調査
基礎資料 基礎資料を

活かしたツール・
マニュアル

住民のウェルネス向上



地域振興

エコツーリズム

調査
基礎資料

基礎資料を
活かしたツール・
マニュアル

生物目録

観察マップ

住民のウェルネス向上



集落ごとに写真を記録



日にちで整理



写真を記録



遊歩道について種ごとにに整理



excel（エクセル）データにまとめています。



分類群 種数（品種以上の分類群の数）

裸子植物 ３

被子植物 174

シダ植物 3

コケ植物 24

菌類 2

哺乳類 3

鳥類 26

爬虫類 1

昆虫 31

確認種数（写真記録）＝生物目録

ここから写真で見ていきます



この木何の木？



タブノキ （クスノキ科）



吉野川紀の川沿いのタブノキの分布

すべて神社の森



丹生川上神社境内

暖地性植物自生樹そう

県指定天然記念物

昭和25年指定

「吉野川に沿った50アール前後の樹そ
うであるが、奈良県内では珍し暖地性
植物であるルリミノキなどの自然分布
が見られる。本樹そうには、目通り
4.35m、高さ20ｍのタブノキなどがあ
る。
奈良県における植物分布生態学上すこ
ぶる興味があり、貴重な存在で、保存
すべきものである。」

（「川上村史」より）



水没した上社のタブノキの子孫が生きのこっていることが分かりました。

上社の鎮守の森があったことの記憶を伝える語り部。



かわかみブログでも発信



でも・・・



実は整備で全部伐られてしまったのですが・・・



実は整備で全部伐られてしまったのですが・・・

1本生えてきました



ホウライカズラ
（奈良県絶滅寸前種）

上社境内にあって水没、絶滅と考え
られていたもの。つる性植物で、タ
ブノキにからんでいました。村史で
は、サカキカズラと誤同定されてい
たもの。

※整備の際に刈り取り。斜面に、そ
れらしきものがありますが。

上社の記憶



ほかにも

守りたいものが

たくさん



マグワ
蚕の食草。中国原産。川上村では、

（少なくとも約50年前は）養蚕が行
われていました。

吉野林業の父、土倉庄三郎が村民の生
活安定のため、副業に養蚕推奨。明治
17年より養蚕が定着するまで、桑苗
10万本を各戸に10年配り続けた（30
万円を費やす）。

（土倉祥子「評伝土倉庄三郎」より）

「土倉翁の記憶」

※今年度も歩道整備の伐採がありましたが、資源活用できるこの木はのこしてもらいました。



クヌギ

燃料革命前の
「薪炭林の記憶」



「迫集落周りの果樹・くらしの記憶」

カキノキ クリ



ナルトサワギク（2016年侵入）
特定外来生物

ジギタリス（2007年侵入）
天川村ではボランティアが駆除

川上村の特定外来生物指定植物の調査については「ぽたり」48号にまとめています。
https://www.genryuu.or.jp/upld/potari/potari48.pdf

外来種の侵入など問題も出てきています



のこすには

・価値をしらべること

・価値を知ってもらうこと

・活用すること



おおたき龍神湖に沈んだ川上村の自然、歴史を感じることが
できる身近な場所として、残して活用したい



源流館・源流ツーリズムで配布中⇒まずは存在を知ってもらって・・・



源流館・源流ツーリズムで配布中⇒「活用したいなぁ」を増やして・・



ほうほう

きれいだなぁ
いい景色だなぁ

散歩したら
おなかすいた

みはり番（モニタリング）



今後やっていきたいこと

・「遊歩道」の資料の充実・共有化

・いっしょに調べてくれる仲間を増やす

（まだ記録していないものがある）

・いっしょに作ってくれる仲間をふやす

・いっしょに案内してくれる仲間を増やす

・村内他所の資源・活用化のモデルに



ご意見ください

ご清聴ありがとうございました


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22
	スライド 23
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28: ここまでは、「遊歩道」ですすめてきましたが
	スライド 29: 「おおたき龍神湖周辺利用」の観点から遊歩道を活用する基礎資料・ツールづくりをしてみよう 川上村が推進する源流ツーリズム（エコツーリズム）に活かそうと再挑戦。 
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37
	スライド 38
	スライド 39
	スライド 40
	スライド 41
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45: でも・・・
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56
	スライド 57
	スライド 58
	スライド 59
	スライド 60: ご清聴ありがとうございました

